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続
く
講
話
は
天
本
理
事
に
よ
る
「
福
博
八
景
」
と
題

し
て
、
博
多
の
歴
史
書
「
石
城
志
」
に
書
か
れ
て
い
る

博
多
の
八
景
、「
福
博
古
地
図
」
の
中
に
記
載
さ
れ
て

い
る
荒
津
八
景
の
説
明
が
あ
っ
た
。

忠
之
公
３
７
０
回
御
忌
法
要
が

執
り
行
わ
れ
る

　

命
日
の
２
月
12
日
墓
所

の
あ
る
東
長
密
寺
で
16
代

当
主
長
髙
様
臨
席
の
も

と
会
員
54
名
が
参
列
し

て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

長
髙
様
は
挨
拶
の
中

で
、
今
年
は
初
代
藩
主

長
政
公
の
没
後
４
０
０

年
に
あ
た
り
藤
香
会
と

し
て
も
諸
行
事
を
企
画
さ
れ
、
ま
た
福
岡
と
黒
田
の
歴

史
に
つ
い
て
の
冊
子
を
上
梓
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
こ
れ
を
機
に
少
し
で
も
多
く
の
方
に
福
岡
の
歴
史

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
話
さ
れ
た
。

　

長
高
様
は
、
法
要
終
了
後
に
重
立
っ
た
理
事
と
近
く

の
妙
楽
寺
を
訪
ね
ら
れ
、
忠
之
公
の
肖
像
な
ど
を
拝
観

さ
れ
た
。

如
水
公
４
２
０
回
御
忌
法
要
が

執
り
行
わ
れ
る

　

４
月
中
頃
を
気
候
を
思

わ
せ
る
命
日
の
３
月
20

日
、
崇
福
寺
本
堂
で
如

水
公
の
法
要
が
長
高
様

の
臨
席
を
得
て
執
行
さ

れ
ま
し
た
。
姫
路
黒
田

武
士
顕
彰
会
か
ら
も
４

名
の
参
列
が
あ
り
、
会

員
は
山
崎
会
長
以
下
58

名
の
方
が
参
詣
し
焼
香
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
堂
で
の
法
要
の
あ
と
、
裏
手
に
あ
る
黒
田
家
墓
所

の
如
水
公
の
墓
前
に
僧
侶
の
読
経
の
中
、
焼
香
を
い
た

し
ま
し
た
。

忠之公法要で挨拶される長髙様
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３
月
25
日
福
岡
城
址

に
設
け
ら
れ
た
「
福
岡
城

鴻
臚
館
ま
つ
り
（
さ
く
ら

ま
つ
り
）」
の
演
舞
台
を

半
日
お
借
り
し
て
、「
福

博
文
化
芸
能
の
集
い
」
と

し
て
藤
香
会
の
友
好
８

団
体
に
よ
る
演
武
・
琵

琶
・
舞
い
・
杖
術
な
ど

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
周
辺
に
は
長
政
公

４
０
０
年
大
祭
の
幟
が

立
て
ら
れ
、
会
員
は
藤
色

の
法
被
を
着
て
、
出
演
者

や
観
覧
の
人
た
ち
へ
の

説
明
に
当
た
り
ま
し
た
。

会
場
で
は
こ
の
日
の

た
め
に
作
成
し

た
小
冊
子
「
筑
前

福
岡
藩
の
歴
史
」

を
１
，
５
０
０
冊

配
布
し
、
好
評

を
博
し
ま
し
た
。

翌
３
月
26
日

は
福
岡
市
主
催

の
「
福
岡
城
鴻
臚

館
ま
つ
り
」
の

一
環
と
し
て
福

岡
城
近
辺
の
６

小
学
校
区
の
「
お

お
ほ
り
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

藤
香
会
も
如
水

公
・
長
政
公
を
祀
る

光
雲
神
社（
西
公
園
）

か
ら
出
発
す
る
黒
田

25
騎
武
者
行
列
に
そ

ろ
い
の
法
被
を
着
、

長
政
公
４
０
０
年
大

祭
の
幟
を
持
っ
て
参

加
し
ま
し
た
。

福
岡
城
址
の
演
舞

台
で
は
藤
香
会
が
紹

介
さ
れ
、
参
加
し
た

全
員
が
舞
台
に
上
が

っ
て
挨
拶
を
し
ま
し

た
。な

お
騎
乗
の
長
政

役
は
例
年
福
岡
市
長

が
務
め
ま
す
が
、
今
年
は
地
下
鉄
七
隈
線
の
博
多
駅
へ

の
延
伸
開
業
と
あ
っ
て
、
中
央
区
長
が
代
役
と
な
り
ま

し
た
。

小
冊
子「
筑
前
福
岡
藩
の
歴
史
」を
発
刊

　

黒
田
氏
の
筑
前
入
国

以
前
の
由
緒
と
入
国
後

の
福
岡
発
展
の
礎
と
な

っ
た
黒
田
家
の
軌
跡

を
描
き
綴
っ
た
約
60
ペ

ー
ジ
の
Ｂ
５
版
の
小
冊
子
を
３
月
１
日
に
初
版
４
，

長
政
公
没
後
４
０
０
年
の
記
念
行
事
を
挙
行
し
ま
し
た

０
０
０
部
発
刊
し
た
。

　

一
般
の
市
民
の
人
た
ち
に
郷
土
の
歴
史
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
、
福
岡
城
周
辺
の
公
民
館
、
市
の
施
設
、

学
校
、
図
書
館
に
置
い
て
お
り
ま
す
。

大
祭
の
パ
ス
ケ
ー
ス
の

寄
贈
を
受
け
ま
し
た

　

長
政
公
没
後
４
０
０
年
を
記
念
し
て
賛
助
会
員
で
あ

る
株
式
会
社
サ
ヌ
イ
織
物
よ
り
、
黒
田
家
の
藤
巴
の
家

紋
と
藤
香
会
の
銘
が
織
り
込
ま
れ
た
パ
ス
ケ
ー
ス
が
大

祭
に
ち
な
ん
で
４
０
０
個
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
博
多
織

を
代
表
す
る
献
上
柄
の
ケ
ー
ス
で
名
刺
サ
イ
ズ
の
カ
ー

ド
を
保
管
で
き
ま
す
。

　

会
員
全
員
に
小
冊
子
と
と
も
に
郵
送
さ
れ
ま
し
た
。

５
年
度
の
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た

　

年
に
１
度
の
総
会
は

５
月
29
日
（
日
）
午
前

11
時
よ
り
新
装
な
っ
た

警
固
神
社
・
社
務
所
ビ

ル
で
開
催
さ
れ
、
賛
助

会
員
４
社
を
含
め
会
員

61
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

山
崎
会
長
は
挨
拶
の

中
で
、
コ
ロ
ナ
感
染
も
収
ま
り
つ
つ
あ
り
、
長
政
公
没

後
４
０
０
年
記
念
行
事
も
会
員
の
協
力
に
よ
っ
て
、
滞

り
な
く
実
施
で
き
た
こ
と
、
発
刊
し
た
小
冊
子
も
好
評

で
あ
る
こ
と
な
ど
を
報
告
さ
れ
、
今
後
と
も
黒
田
家
歴

代
藩
主
の
顕
彰
事
業
や
文
化
活
動
と
し
て
の
行
事
を
行

な
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
会
員
の
皆
さ
ん

の
一
層
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
執
行
部
提
案
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
特

に
、
本
会
の
財
政
基
盤
を
強
化
す
る
た
め
、
令
和
６
年

度
よ
り
年
会
費
を
７
，
０
０
０
円
に
改
定
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
も
会
員
の
協
力
に
よ
り
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
今
年
度
は
理
事
の
選
任
時
期
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
三
野
原
理
事
が
仕
事
に
都
合
で
や
む
な
く
辞
任
さ

れ
た
こ
と
、
事
務
局
の
体
制
は
昨
年
と
同
様
で
あ
る
こ

と
が
毛
屋
副
会
長
よ
り
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

おおほりまつりの舞台上て

おおほりまつり武者行列に出発の藤香会会員

総会であいさつされる
山崎会長

如水公420回御忌法要で焼香する会員

福博文化芸能の集いでの
会長挨拶

柳生新影流長岡宗家による四方払い
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だ
き
ま
し
た
。

　

詩
吟
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
す
。
漢
詩
を
詠
う

の
が
詩
吟
、
和
歌
を
詠
ず
る
の
が
朗
詠
で
す
。
詩

吟
朗
詠
錦
城
流
は
流
祖
が
筑
前
琵
琶
よ
り
派
生
し
、

楽
器
の
五
線
譜
に
の
せ
、
詩
の
起
承
転
結
に
則
っ

て
作
譜
・
節
調
さ
れ
て
い
ま
す
。
作
者
の
詩
意
、

人
と
な
り
、
生
き
様
、
時
代
背
景
を
汲
み
取
り
、

音
楽
的
感
覚
に
よ
っ
て
作
曲
さ
れ
ま
す
。
吟
者
は

流
の
指
導
者
の
も
と
精
進
し
て
皆
さ
ま
へ
の
発
表

と
な
り
ま
す
。
吟
に
は
吟
者
の
人
生
観
、
体
験
な

ど
が
反
映
さ
れ
ま
す
。「
吟
道
は
人
生
」
と
も
言

わ
れ
る
所
以
で
す
。

　

ま
た
公
民
館
で
も
歴
史
講
座
を
折
々
に
行
っ
て

お
り
、
機
会
が
あ
れ
ば
黒
田
家
の
歴
史
と
地
元
の

歴
史
の
お
話
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
フ
ロ
イ
ス
の
日
本
史
」、
全
12

巻
の
う
ち
巻
11
に
如
水
公
の
肖
像

が
表
紙
見
返
し
に
掲
げ
ら
れ
、「
黒

田
茂
子
氏
蔵
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

黒
田
家
14
代
当
主
夫
人
が
、
こ

の
本
が
出
版
さ
れ
た
昭
和
54
年
に

所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
現
在

は
福
岡
市
博
物
館
に
あ
る
。

　

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
イ
エ
ズ
ス
会
よ
り
布
教
の
た
め
日

本
に
派
遣
さ
れ
た
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
は
膨
大
な
報

告
書
を
書
い
て
イ
ン
ド
の
ゴ
ア
経
由
で
ポ
ル
ト
ガ
ル

に
送
っ
た
。

　

私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
博
多
で
す
。

　

当
家
は
先
々
代
が
昭
和
の
初
め
、
県
南
の
八
女

よ
り
家
業
発
展
の
た
め
博
多
に
進
出
し
ま
し
た
が
、

昭
和
16
年
に
事
故
と
戦
争
の
激
化
に
よ
っ
て
工
場

を
閉
鎖
、
戦
後
現
在
地
で
食
油
の
卸
売
を
始
め
ま

し
た
。

　

私
は
高
等
学
校
卒
業
後
、
家
業
に
就
き
ま
し
た

が
、
高
度
成
長
期
の
物
流
の
変
革
に
伴
い
個
人
事

業
の
承
継
が
難
し
く
な
り
平
成
24
年
を
以
っ
て
店

を
た
た
み
ま
し
た
。

　

現
在
は
地
元
の
た
め
自
治
会
長
を
永
年
務
め
、

神
社
の
お
世
話
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
趣
味
の
詩
吟
・
古
民
具
・
古
書
の
収
集
を

し
て
い
ま
す
。
居
宅
は
黒
田
家
墓
所
の
あ
る
崇
福

寺
の
近
く
に
あ
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
、
妻
と
の
海
外
旅
行
の
折
、
毛
屋
ご

夫
妻
が
お
ら
れ
共
に
旅
行
を
楽
し
み
ま
し
た
。
そ

の
後
野
村
望
東
尼
１
５
０
年
祭
に
て
再
会
し
、
副

会
長
の
熱
心
な
勧
め
も
あ
っ
て
藤
香
会
に
入
会
し

ま
し
た
。

　

会
の
行
事
に
は
努
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

昨
年
の
忘
年
会
で
は
平
尾
山
荘
で
の
高
杉
晋
作
と

望
東
尼
の
題
で
の
お
話
と
和
歌
と
詩
を
詠
う
名
誉

を
頂
き
ま
し
た
。
本
年
も
長
政
公
４
０
０
年
大
祭

に
黒
田
武
士
の
詩
舞
・
吟
詠
を
披
露
さ
せ
て
い
た

筥崎宮氏子総代　責任役員
詩吟朗詠　錦城流師範
木下　昭弘
（雅号　城玄）

コ
ロ
ナ
も
感
染
が
収
ま
り
つ
つ
あ
り
、
日
常
生
活
も
平
常

に
戻
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
藤
香
会
の
諸
行
事
も
ほ
ぼ
例

年
並
み
に
戻
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
長
政
公
没
後
４
０
０

年
を
記
念
す
る
行
事
も
あ
り
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
協
力
を

得
て
、
無
事
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
と

も
会
員
と
と
も
に
進
ん
で
ゆ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
か
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
天
本
記
）

編
集
後
記

ホームページアドレス
　　　　http://toukoukai-kuroda.com/ 検　索藤香会

ちょっと
うんちく

　

当
時
の
小
寺
官
兵
衛
はD

on Sim
eão､

Codera　

Q
uam

bióyedono,Josuy

、
と
、
ま
た
長
政
はCainocam

i, 
D

on D
am

ião

と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
ク
ロ
ダ
殿 

（Curādãdono

）、
ク
ロ
殿
（Curódono

、Curondono

）

と
も
書
か
れ
て
い
る
。

　

官
兵
衛
は
１
５
８
２
年
頃
蒲
生
飛
騨
守
、
高
山
右
近
、

小
西
行
長
ら
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
た
と
の
記

述
も
あ
る
。

　
「
日
本
史
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
と
は
い
え
、
日
本
に
お

け
る
キ
リ
シ
タ
ン
布
教
史
と
も
い
え
る
書
物
で
、
当
時
の

武
将
た
ち
の
勢
力
関
係
が
詳
細
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

戦
国
時
代
と
い
え
ば
信
長
や
秀
吉
、
明
智
そ
の
他
の
教
科

書
に
登
場
す
る
よ
う
な
有
名
な
武
将
た
ち
の
勢
力
争
い
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
の
大
友
宗
麟
の
親

戚
筋
で
あ
る
田
原
氏
、
一
万
田
氏
、
志
賀
氏
と
の
勢
力
争

い
、
宗
麟
の
子
吉
統
と
の
確
執
・
軋
轢
な
ど
、
小
規
模
な

武
将
た
ち
の
間
で
も
争
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
克
明
に
記
さ

れ
る
。
地
方
史
を
よ
く
理
解
し
た
上
で
な
い
と
読
む
の
に

苦
労
す
る
。

　

キ
リ
シ
タ
ン
大
名
に
は
殿
（
教
名
に
はD

on

）
を
付
け
、

異
教
の
大
名
は
呼
び
捨
て
に
す
る
ど
こ
ろ
か
、
悪
魔
と
呼

ぶ
。
仏
僧
や
加
藤
清
正
な
ど
は
散
々
な
書
き
方
で
キ
リ
シ

タ
ン
最
大
の
敵
と
さ
れ
る

会
員
消
息

箱
島
八
郎
さ
ん

随
筆
「
文
箱
の
中
」
で
第
３
回
子
母
澤
寛
文
学
賞
・「
愛

猿
記
」
賞
大
賞
受
賞
（
令
和
４
年
11
月
23
日
）

武
部
自
一
さ
ん

先
祖
の
武
部
小
四
郎
を
通
し
て
、
小
四
郎
が
主
導
し
た
福

岡
の
変
の
実
相
を
描
い
た
「
福
岡
の
変
と
建
部
武
彦
」
を

出
版
（
上
下
２
巻
）（
令
和
５
年
２
月
）

松
村
緑
さ
ん

自
分
の
生
い
立
ち
か
ら
福
岡
市
役
所
職
員
時
代
・
退
職
後

の
活
動
ま
で
を
描
い
た
「
昭
和
女
性
の
ど
根
性
人
生
」
を

出
版
（
令
和
５
年
３
月
15
日
）

★
新
規
入
会
員
紹
介

１
．一
般
会
員

　

大
林　

憲
司
・
中
島
千
恵
子

　

鷹
取　

宏
尚
・
楢
村　

貴
宏

　

浦
上　

雅
彦
・
内
田　

壽
一

　

馬
頭　

和
子
・
松
本　

達
雄

　

髙
木　

滋
直
・
黒
田 

康
行

　

浦
江　

卓
司
・
橋
田　

文
也

　

濱
名　

照
章
・
吉
田　

知
弘

２
．賛
助
会
員　

41
企
業
・
団
体

　
　
　
　

令
和
５
年

「フロイスの日本史」巻１１

「フロイスの日本史」巻１１に掲載の黒田如水肖像


